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原発輸出政策 

○年 齢   ：５１歳～５５歳 

○性 別   ：男性 

○職 業   ：団体職員 

○都道府県名：東京都 

○ご質問の内容： 

政府のパッケージインフラ輸出政策に原発輸出が含まれていますが、

原発輸出推進政策に国民の理解が得られていますか。（原子力政策

大綱５－３を参照） 

 

○回 答： 

 

現在の原子力政策大綱では、「今後原子力発電を導入しようとしている

国に対しては、国は、相手国の体制整備状況に応じ、核不拡散体制、安

全規制体系、原子力損害賠償制度等の整備といった点について有する

知見・ノウハウ等を提供していくなどの側面支援を行うことは、地域発展

を支援する観点から適切である。」としています。 

 

現在の原子力政策大綱の策定にあたっては、原子力を巡る意見の多様

性の確保に配慮したメンバーで議論し、国民からのご意見を募集するな

ど、国民理解に努めながら策定しました。 

 

原子力政策大綱については、平成 22 年 12 月に新たな大綱の策定を目

指して検討を開始しましたが、現在は中断しています。今後、改めて検

討の再開を考えていく予定です。 
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上原原発強行埋立工事について 

○年 齢   ：３６歳～４０歳 

○性 別   ：女性 

○職 業   ：会社員 

○都道府県名：東京都 

○ご質問の内容： 

質問と意見の両方です。 

上関原発の申請が 12 月 18 日にされていますが許可も待たずに中国

電力は埋め立て工事を始めています。これに違法性は無いのでしょ

か？ 

原発の運営には大いに国民の税金が投入されます。許可の無い間の

工事は違法として即刻中国電力へ禁止を言い渡して下さい。 

 

○回 答： 

 

中国電力は、公有水面埋立法に基づき、山口県知事の許可を得た上

で、上関原子力発電所埋立準備工事を開始したと承知しています。 

 

なお、平成 23 年 6 月 27 日に山口県知事が、平成 24 年 10 月に期限

が切れる公有水面埋め立て許可を延長するかについて、「原子力政

策や原子力発電の具体的な安全対策が示されていない現時点におき

ましては、新たな手続きには入ることはできないものと考えておりま

す。」と発言されたと承知しています。 
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震災の名称 

○年 齢   ：６１歳～６５歳 

○性 別   ：男性 

○職 業   ：無職 

○都道府県名：埼玉県 

○ご質問の内容： 

震災の名称は４月１日閣議において「東日本大地震」と決めています。    

貴会 会議名称を４月１日以降開催のものは「東日本」に統一しないの

ですか？ 

 

○回 答： 

 

地震が起きた時につけられる地震名とは別に、特別被害が大きかった

地震には災害名がつけられます。 

今回の場合、地震名が「東北地方太平洋沖地震」、災害名が「東日本

大震災」となります。 

当委員会としては、原子力発電による災害と地震による災害との混同

を避けるため、平成２３年４月５日の見解文には「東日本大震災」の名

称を使うのではなく、「東北地方太平洋沖地震に伴う東京電力（株）福

島第一、第二原子力発電所事故と当面の対応について」としました。 
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原発は、この先、工場を廃止したり、なくなっていく方向を考えてはいるのか？ 

○年 齢   ：４１歳～４５歳 

○性 別   ：男性 

○職 業   ：自営業 

○都道府県名：東京都 

○ご質問の内容： 

結果、その使いこなせなかった原発をこれから先にも使っていこうと東

電をはじめ、関係会社は考えているのでしょうか？反対を願う国民の

意見は無視して、便利さの追求で、安全な自然環境を破壊していって

もかまわないと考えているのでしょうか？世界各地で起きた、原発の事

故は、どんな理由にしろ、われわれ人間、そして、近くに住む生物達に

大きな被害を与えてきました。その事件を省みずに、今だ原発は、存

在しています。自然環境を破壊するその範囲は、計り知れない大きな

損害になりました。今回の事件で、国と電力会社は、この事件を無視し

て、また同じ生活を繰り返すのでしょうか？私は、原発を反対します。

私たち人間は、生物でこの地球に共存している存在です。 

私は、便利さよりも、安全な環境を選びます。 

質問です、原発の廃止、減少を考えているのかどうか、お答えください。

考えていないとするならば、その理由を教えてください。その結論を下

す人たち、団体名もお答えください。 

 

○回 答： 

 

今後の原子力政策の在り方の検討は、事故の原因究明作業を踏まえ

た原子力発電所の安全確保への取組についての総括、エネルギー政

策全体に係る国民的な議論等を踏まえて、適切に対応いたします。 
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近藤駿介委員長の発言 

○年 齢   ：４１歳～４５歳 

○性 別   ：男性 

○職 業   ：自営業 

○都道府県名：東京都 

○ご質問の内容： 

２６日、衆院科学技術・イノベーション推進特別委員会で、今後の原子

力発電政策について、「理解を得つつ運転を継続できるよう、政府に施

策を示していく」と述べ 

http://www.sankeibiz.jp/macro/news/110426/mca1104261007006-n1.

htm 

より引用 

現状の問題解決も出来ない、まともな保証の仕組みすらない。 

また、誰一人、責任を持って対処しようとするように見えない現状で、ど

うしたらこのような発言が出来るのか、一般市民の私には皆目検討が

つきません。 

個人の財産、そして、それ以上の国家の財産である国土を不毛の土地

にするような原子力発電に、どのような国家国民に幸福を生むのか、

是非お教え願いたい。 

○回 答： 

 

原子力基本法において、原子力利用は、安全の確保を旨とし、将来の

エネルギー資源を確保し、人類社会の福祉と国民生活の向上に寄与

すること等を目指すべきとされています。 
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これを踏まえ、原子力政策大綱では、原子力の利用は安全の確保を

前提に、エネルギー安定供給と地球温暖化対策へ貢献していくことと

しています。 

 

これに反する結果をもたらした東京電力福島原子力発電所事故を深

刻に受け止め、今後の原子力政策に関する事項を決定していく所存で

す。 

具体的には、事故の原因究明作業を踏まえた原子力発電所の安全確

保への取組についての総括、エネルギー政策全体に係る国民的な議

論等を踏まえて、適切に対応いたします。 
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原子力発電は必要か   

○年 齢   ：６１歳～６５歳 

○性 別   ：男性 

○職 業   ：無職 

○都道府県名：東京都 

○ご質問の内容： 

原子力委員会の皆様 

福島の東電原発の事故の後で私は次のように考えました。 

この地震多発地帯の日本において原発は現実的な電力供給の源とは

考えられないのではないのか。国民を放射能の恐怖に陥れ、地球的な

規模の汚染を拡大している原発は一体何のためにあるのか？という根

本的な問題です。事故がひとたび起きれば人間の知恵と技術ではもは

や対応できなくなるこの化け物は私たち国民に役に立つのでしょうか。

使用済み核燃料の保管、管理も十分になされていません。このように

日本では原子力発電を持つ技術や管理方法がないのではないかと思

われてなりません。たとえ今回の事故が無事に終息したとしても、それ

に使う税金は計り知れない無駄使いになるのです。原発は安全である

という貴委員会の考えに何の疑問も持たないように国民は騙されてき

たのです。そこで今回の事態を委員の皆様はどのようにお考えでしょう

か？国策を遂行しているのであるから自らは何の疑問も持たれないの

でしょうか。その点を明確にお答え頂きたいと思います。今回の事故を

受けて日本のエネルギー政策を脱原発の方向に向けることが肝要と

思いますがお考えをお聞きします。 

○回 答： 

 

原子力基本法において、原子力利用は、安全の確保を旨とし、将来の

エネルギー資源を確保し、人類社会の福祉と国民生活の向上に寄与

すること等を目指すべきとされています。 
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これを踏まえ、原子力政策大綱では、原子力の利用は安全の確保を

前提に、エネルギー安定供給と地球温暖化対策へ貢献していくことと

しています。 

 

これに反する結果をもたらした東京電力福島原子力発電所事故を深

刻に受け止め、今後の原子力政策に関する事項を決定していく所存で

す。 

具体的には、事故の原因究明作業を踏まえた原子力発電所の安全確

保への取組についての総括、エネルギー政策全体に係る国民的な議

論等を踏まえて、適切に対応いたします。 
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原発はどうしても必要ですか？ 

○年 齢   ：６６歳～７０歳 

○性 別   ：女性 

○職 業   ：主婦 

○都道府県名：神奈川県 

○ご質問の内容： 

私の娘、息子夫婦は、どちらも子供を作るかどうかで悩んでいます。現

在は、福島県の辺りのみが危険ということですが、これからどうなるの

でしょうか？また「想定外」の事故がないとは言えません。どこの原発

が事故を起こすかわかりません。また、発電が停止しても、何十年も

（わかりませんが）核廃棄物は残り、放射能を出し続けるとのこと。これ

では、子供を産んでも、その子の健康な人生は期待できませんよね。 

私も、「孫の顔が見たいから産んでくれ。」ということを言うことができま

せん。 

何故、原発でないといけないのですか？太陽光や風力や地熱による

発電は、勿論これからの開発には経済的にも大変だし、これまで原発

を推進してきた国としては、続けたいのかもしれませんが、未来の日本

を考えて、なんとか考え直してはいただけないですか？国民の命を犠

牲にしても原発は必要ですか？ 

○回 答： 

 

原子力基本法において、原子力利用は、安全の確保を旨とし、将来の

エネルギー資源を確保し、人類社会の福祉と国民生活の向上に寄与

すること等を目指すべきとされています。 

 

これを踏まえ、原子力政策大綱では、原子力の利用は安全の確保を

前提に、エネルギー安定供給と地球温暖化対策へ貢献していくことと

しています。 
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これに反する結果をもたらした東京電力福島原子力発電所事故を深

刻に受け止め、今後の原子力政策に関する事項を決定していく所存で

す。 

具体的には、事故の原因究明作業を踏まえた原子力発電所の安全確

保への取組についての総括、エネルギー政策全体に係る国民的な議

論等を踏まえて、適切に対応いたします。 
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新大綱策定会議の構成員（削除）を選んだ理由を教えて下さい。 

※〈個人情報の保護その他について〉の考え方に基づき 

一部を伏せさせていただきました。 

○年 齢   ：４６歳～５０歳 

○性 別   ：男性 

○職 業   ：会社員 

○都道府県名：東京都 

○ご質問の内容： 

（削除）新大綱策定会議の構成員（削除）を選んだ理由を教えていただ

きたい。 

 

※〈個人情報の保護その他について〉の考え方に基づき 

一部を伏せさせていただきました。 

 

○回 答： 

 

新大綱策定会議の構成員は、広く国民の意見を調査審議に反映する

観点から、原子力委員会が、地方公共団体、NGO、事業者、研究機関

等の関係者、学識経験者等から、専門分野、性別のバランス、原子力

を巡る意見の多様性の確保に配慮して選定しています。 

 

  



13 

 

原発廃止してください 

○年 齢   ：３１歳～３５歳 

○性 別   ：女性 

○職 業   ：自営業 

○都道府県名：京都府 

○ご意見の内容： 

毎日、日本列島、東から西、あちらこちらで震度４クラスの地震が起こ

ってるのに、なぜ安全を保障できない、しない原発を動かし続けられる

のですか？ 

どこかで福島のようなことになったらどうするのですか？ふくしまで作業

する人でも足りなくなると予想されているのに、だれが原発で働くので

すか？私の家族ですか？私ですか？私の１才の娘ですか？？ 

消費税アップなどと言っていますが、あなたがたは国民が体育館で生

活をし、仕事もない状態で税金を払ってもらえる、払うのが可能とでも

思ってるのですか？ 

安心安全な生活を保障してください。それをせずに増税とは何事か！

原発をはやく止めて、廃炉にしてください。周りの国に迷惑掛けている

のに、恥ずかしくないのですか？海を汚して恥ずかしくないのですか？ 

これだけのことを起こしておいて、まだ原発を動かし続けていることに

たいして責任をとって原発を止めて反省くらいしてください！ 

あきれます！！ 

いつまでも国民が黙っているとでも思ったら大間違いです！ 
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全国の原発を少しずつでも停止してください 

○年 齢   ：３１歳～３５歳 

○性 別   ：女性 

○職 業   ：主婦 

○都道府県名：岡山県 

○ご意見の内容： 

もし、原発で、今回以上の大きな被害が出たら、国や電力会社は補償

ができますか？今回のような想定外の事が起きても、周辺に被害の少

ない発電方法に変えて下さい。原料を輸入に頼らない、放射能に汚染

されない方法がたくさんあると思います。原発につかっている予算、技

術、頭脳を脱原発、太陽光、風力、波力、地熱などなどの開発に移行

させてください。今、勇気を持って脱原発へ進んでほしいと思います。

福島や周辺の方々の被害を無駄にしないように、将来放射能汚染で

苦しむ人が増えないように。 
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今後の原子力発電について 

○年 齢   ：３１歳～３５歳 

○性 別   ：男性 

○職 業   ：会社員 

○都道府県名：大阪府 

○ご意見の内容： 

お願いします、どうか今回の原発事故をふまえた上で、原子力を使わ

ない方向へ進んでいってほしいです。心からのお願いです。 
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もんじゅを初め全ての原発 

○年 齢   ：３１歳～３５歳 

○性 別   ：女性 

○職 業   ：主婦 

○都道府県名：大阪府 

○ご意見の内容： 

事故や故障だらけの日本の原子力発電。福島の原発だけではない。

日本の全原子力発電がこのように脆いものだという事がはっきりとした。

馬鹿でも分かる。少しの事故や故障であれ日本国民の生命を危険にさ

らす。 

通常運転中でも定期点検や検査等、原発で働く人達は普通では考えら

れない量の相当な被曝をする。こんなことが当たり前に行われている。 

人を 人の命を 何だと思っているのか。 

原子力発電は、危険。だから、全廃に向け全力で進めていく。 

そう考えるのが当たり前ではないのか。 

当たり前のことを当たり前にできない人はすぐにでも政治家を辞めても

らいたい。 

まず、もんじゅを廃炉に即決するところから初めて欲しい。 

原子力の時代は終わったのだから。 
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原発について 

○年 齢   ：２６歳～３０歳 

○性 別   ：女性 

○職 業   ：主婦 

○都道府県名：大阪府 

○ご意見の内容： 

今現在も事態が収集していない福島原発のニュースを連日目にします

が、もう完全に原発の安全が信用できません。 

現在５歳の娘をもち、妊娠３カ月になる妊婦でもあるのですが、見えな

い放射線に怯えています。とてもストレスです。もうこんな思いはしたく

ありません。 

こんな危険なものは放っておけません。これからの日本を担う子供や

子孫のためにも、私たち大人がしっかり守っていかなければならないん

じゃないですか？？ 

大人の利権のための犠牲者はもう出しちゃ駄目です。 

原発撤退を誓い、新エネルギー開発に力を注いでください。日本すべ

ての原発の早期撤廃を願います。 

世界に日本の正義を示しましょう。 

このままじゃ笑われ者ですよ。 
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高濃度放射能汚染水の処理方法 

○年 齢   ：３６歳～４０歳 

○性 別   ：男性 

○職 業   ：会社員 

○都道府県名：徳島県 

○ご意見の内容： 

ご提案です。 

福島原発の汚水処理の件ですが、汚染水の処理については、タンカー

を持って行き、他の原発廃液処理場まで運ぶ事が的確かと思われます。

一滴も高濃度放射性物質を海へ流してはいけません。太平洋が汚染さ

れ日本の水産業に大打撃となり、放射能 内部被爆が日本全体に広が

る事となります。是非、タンカーを利用し柏崎刈羽原子力発電所の処理

施設へ運ぶべきです。  

全ての福島県民を避難させて欲しい。特に子供達を、このままでは、被

ばくさせていいのでしょうか？ 後々、放射能による白血病や癌、大変

な補償問題となります。人命に関わることです。宜しくお願いします。 

 

（削除）コメントを紹介します。 

●（福島第一原発の１号機、２号機の周辺で５月１８日に採取した地下

水から基準の２００倍を超えるストロンチウム９０が検出されたことにつ

いて）この濃度を見ると、核燃料棒が溶けて圧力容器だけでなく格納容

器も突き抜け、地下水にまで達していることが分かる。こうなると水をか

けて冷やすのは無理。事故処理の大転換が必要だ。 

●（汚染水の処理について）一刻も早くタンカーを持ってくるしかない。 

 

※〈個人情報の保護その他について〉の考え方に基づき 

一部を伏せさせていただきました。 
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国民投票をしてください 

○年 齢   ：４１歳～４５歳 

○性 別   ：女性 

○職 業   ：主婦 

○都道府県名：広島県 

○ご意見の内容： 

原子力の是非について、国民の世論が動き出しているにも関わらず、

経済産業省では、まだ、原子力の推進を言われていることに納得がい

きません。 

原料の、ウランもいずれ底を付き、いずれは原子力から離れなければ

いけません。 

高濃度汚染核廃棄物を毎日生み出し、未来の子ども達に危険な死の

灰を押し付ける原子力エネルギーに頼らず、自然エネルギーへの転換

を国民の多くが望んでいるはずです。 

是非、国民投票を行ってください。 

いずれは全廃にするべきという答えが返ってくるはずです。 

国民のほとんど、特に子ども達や子を持つ親は、安全で危険の心配の

ない自然エネルギーへの転換を望んでいるはずです。 

政府内で結論を出す前に、私たち、国民の意見を聞いてください！ 

 


